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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期第１四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第１四半期 68,536 17.1 2,823 179.5 3,309 140.6 2,579 130.7

27年３月期第１四半期 58,533 16.2 1,010 △9.7 1,375 △1.8 1,117 16.8
(注) 包括利益 28年３月期第１四半期 3,598百万円( －％) 27年３月期第１四半期 △48百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第１四半期 23.27 21.17

27年３月期第１四半期 10.10 9.16
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第１四半期 275,517 113,442 39.8

27年３月期 271,011 111,521 39.8
(参考) 自己資本 28年３月期第１四半期 109,732百万円 27年３月期 107,797百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 － 7.00 － 15.00 22.00

28年３月期 －

28年３月期(予想) 10.00 － 15.00 25.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 150,000 21.0 7,500 33.0 8,000 30.1 5,500 30.6 49.63

通期 320,000 19.7 18,000 20.9 18,200 15.3 12,000 22.3 108.27
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

決算短信 （宝印刷）  2015年08月11日 11時06分 1ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注）詳細は、添付資料５ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）会計方針の変更・会計上の見
積りの変更・修正再表示」をご覧下さい。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期１Ｑ 113,671,494株 27年３月期 113,671,494株

② 期末自己株式数 28年３月期１Ｑ 2,836,836株 27年３月期 2,853,707株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期１Ｑ 110,829,240株 27年３月期１Ｑ 110,674,659株
　

（注）平成28年３月期第１四半期の期末自己株式数には242,900株、平成27年３月期の期末自己株式数には260,600
株、ダイフク従業員持株会専用信託が所有する株式が含まれております。

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示
時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
連結業績予想の数値は現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおり
ます。実際の業績等は、様々な要因により上記予想数値と異なる場合があります。業績予想に関する事項につきま
しては、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧下さい。

（決算補足説明資料の入手方法について）
決算補足説明資料は、TDnetで８月11日に開示し、同日、当社ホームページに掲載します。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界の経済は、米国経済が底堅く推移するとともにわが国経済も緩やかな回

復基調が続いています。一方、中国や一部新興国の成長率鈍化、ギリシャの政府債務問題によって、経済全体にや

や不透明感が出てきました。

当業界におきましては、国内外の半導体や液晶の工場建設、eコマース関連投資が伸びるとともに、わが国では人

手不足による物流自動化、製造現場での省人化投資が増しています。

このような環境のもと、当社グループは好調なスタートを切りました。

受注は、液晶・半導体工場向けシステムで、アジアや日本で大型システムを数多く獲得しました。液晶ではテレ

ビの大画面化、スマートフォン画面の高精細化が進んでいること、半導体での微細化投資が背景にあります。一般

製造業や流通業向けシステム、自動車工場向けシステムも堅調に推移しました。

売上は、豊富な受注残をベースに順調に進捗しました。生産が集中している半導体・液晶工場向け案件は、コ

ア・ユニットを手がける日本を中心に中国・台湾・韓国各工場が相互連携するという当社グループならではの強み

を生かし、高負荷に対応しております。

この結果、受注高は932億73百万円（前年同期比33.3％増）、売上高は685億36百万円（同17.1％増）を計上しまし

た。

利益につきましては、国内外での増産効果、ダイフク単体の構造改革の進展が功を奏しました。

この結果、営業利益は28億23百万円（同179.5％増）、経常利益は33億９百万円（同140.6％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は25億79百万円（同130.7％増）を計上しました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。受注・売上は外部顧客への受注高・売上高を、セグメント利益

は親会社株主に帰属する四半期純利益を記載しております。セグメントに関する詳細は、後記（セグメント情報等）

をご参照下さい。なお、当第１四半期連結累計期間より、量的重要性が増したことに伴い、前連結会計年度まで

「その他」に含めていた「株式会社ダイフクプラスモア」を新たなセグメントとして加えました。

　

①株式会社ダイフク

主力の一般製造業や流通業向けシステムは、eコマースやスーパーなどの流通、医薬品、食品などの大型案件の

受注が堅調に推移しました。半導体・液晶工場向けシステムは、アジアの旺盛な設備投資需要に対応する一方、

国内でも液晶工場向けシステムを受注しました。自動車生産ライン向けシステムは、国内のサービスや小規模改

造案件が堅調に推移しました。

売上は、半導体・液晶工場向けシステムが大きく増加しました。

利益は、売上数量増、生産面での原価改善などが奏功しました。

この結果、受注高は362億43百万円（前年同期比24.3％増）、売上高は290億10百万円（同20.8％増）、セグメン

ト利益は16億58百万円（同109.5％増）となりました。

②コンテックグループ

日本市場では、企業の設備投資の拡大により産業用コンピュータ製品の販売が堅調に推移したものの、ネット

ワーク製品やソリューション製品の販売が低調であったため、電子機器事業製品全体では伸び悩む結果となりま

した。

　米国市場では、堅調な米国経済を背景に、医療機器業界向けの産業用コンピュータの販売が好調に推移いたし

ました。

また、平成27年５月にIoT市場向けの製品群「CONPROSYS (コンプロシス)」を全世界に向けて販売していくこと

を発表いたしました。今後、計測制御・遠隔監視システムの強みを生かした製品の開発を強力に推進してまいり

ます。

利益は、円安に伴う仕入れコスト上昇に加え、IoT市場向け製品の研究開発費増により減少いたしました。

この結果、受注高は33億72百万円（前年同期比7.6％減）、売上高は31億71百万円（同2.4％減）、セグメント損

失は53百万円（同３億16百万円減益）となりました。
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③ DAIFUKU NORTH AMERICA HOLDING COMPANY（DNAHC）グループ

一般製造業や流通業向けシステムは、スーパー、運輸、衣料雑貨などの大型案件の受注により、堅調に推移し

ました。

半導体メーカー向けシステムも、堅調に推移しました。

　自動車生産ライン向けシステムは、好調な自動車販売を背景に、デトロイトスリーの老朽化対策の大型案件需

要が活発です。

　空港手荷物搬送システムの市場環境は、回復しつつありますが、大型案件の入札決定に遅延傾向がみられます。

　利益は、流通業・一般製造業向けシステムで利益率の低い案件があったこと、Ｍ＆Ａによって傘下に入った米

国企業ののれんを今期からDNAHCで償却負担した影響を受けました。

この結果、受注高は244億17百万円（前年同期比30.2％増）、売上高は175億41百万円（同16.3％減）、セグメン

ト損失は98百万円（同３億84百万円減益）を計上しました。

④株式会社ダイフクプラスモア

株式会社ダイフクプラスモアは、洗車機の販売を柱に、ボウリング設備・用品の販売、カゴ台車のレンタルな

どを国内で行っております。洗車機は、老朽化更新需要に加え政府の補助金政策もあり、サービスステーション

への売上が順調に推移しています。

この結果、受注高は40億26百万円（前年同期比49.5％増）、売上高は27億86百万円（同21.8％増）、セグメント

利益は２百万円（同52百万円増益）を計上しました。

⑤その他

「その他」は、当社グループを構成する連結子会社59社のうち、上記②③④以外の国内外の子会社です。

主要な海外現地法人には、大福（中国）有限公司、台灣大福高科技設備股分有限公司、DAIFUKU KOREA CO.,

LTD.、CLEAN FACTOMATION, INC.（韓国）、DAIFUKU (THAILAND) LTD.などがあり、主にマテリアルハンドリングシ

ステム・機器の製造・販売を行っています。各社とも、グローバルな最適地生産・調達体制の一翼を担い、国外

への輸出も増やしています。

中国は、液晶工場向けシステムの需要が旺盛で、受注・売上に大きく寄与しています。一般製造業や流通業向

けシステムは、医薬品・食品・飲料・スーパーを中心に拡大を続けています。自動車工場向けは、欧米系へのコ

ンタクトを強め、堅調に推移しています。

台湾では、半導体および液晶工場向け大型案件を受注しました。

韓国では、半導体メーカー向けシステムの受注が好調でした。自動車工場向けシステムで韓国内の改造工事、

新興国の新設工事を着実に受注する一方、流通関連の需要も増えております。

アセアン各国やインドでは景況感が大きく好転せず、足元の受注は伸び悩み気味ですが、食品や化学などの大

型案件も具体化しており、将来を見据えて現地体制を強化していきます。

オセアニアとアジアで空港手荷物搬送システムを扱うBCS GROUP LIMITEDは、当第１四半期連結累計期間から、

四半期連結損益及び包括利益計算書に連結されています。

この結果、受注高は252億13百万円（同60.3％増）、売上高は151億77百万円（同52.4％増）、セグメント利益は

11億31百万円（同79.0％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産の部について

当第１四半期連結会計期間末における総資産は2,755億17百万円となり、前連結会計年度末に比べ45億５百万円

増加いたしました。これは現金及び預金が38億65百万円増加したことが主な要因であります。

②負債の部について

当第１四半期連結会計期間末における負債は1,620億74百万円となり、前連結会計年度末に比べ25億84百万円増

加いたしました。これは未成工事請求超過高などの流動負債のその他が19億17百万円、未払法人税等が９億42百

万円、それぞれ増加したことが主な要因であります。

③純資産の部について

当第１四半期連結会計期間末における純資産は1,134億42百万円となり、前連結会計年度末に比べ19億21百万円

増加いたしました。これは保有する有価証券や為替の変動によるその他の包括利益累計額合計が10億円、利益剰

余金が９億13百万円、それぞれ増加したことが主な要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、平成27年５月14日に発表した平成28年３月期第２四半期連結累計期間の業績予

想を以下のとおり変更しました。海外子会社の順調な業績推移および見通しを踏まえて、利益面を見直しました。

通期見通しは、変更しておりません。

　 平成28年３月期第２四半期連結累計期間業績予想の修正（平成27年４月１日～平成27年９月30日）

　 （単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する四半期純利益

１株当たり
四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 150,000 7,000 7,000 5,000 45.15円

今回発表予想（Ｂ） 150,000 7,500 8,000 5,500 49.63円

増減額（Ｂ－Ａ） － 500 1,000 500 －

増減率（％） － 7.1 14.3 10.0 －

（ご参考）前期実績
（平成27年３月期第２四
半期連結累計期間）

123,925 5,640 6,148 4,212 38.05円

（注）上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含

んでおります。実際の実績等は、上記予想数値と異なる場合があります。

受注につきましては、韓国・中国・台湾の半導体・液晶工場向けシステム、国内の一般製造業・流通業向けシ

ステムが好調であることから、従来の第２四半期連結累計期間の予想2,000億円を2,100億円に、通期の予想3,400

億円を3,600億円に修正いたします。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計

上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、

暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連

結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用）

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号 平成27年３

月26日）を当第１四半期連結会計期間から適用し、本実務対応報告に定める経過的な取扱いに従って、在外子会

社DAIFUKU NORTH AMERICA HOLDING COMPANYグループが平成26年１月に改正されたFASB Accounting Standards

CodificationのTopic 350「無形資産－のれん及びその他」に基づき償却処理を選択したのれんについて、連結財

務諸表におけるのれんの残存償却期間に基づき償却しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 54,202 58,068

受取手形・完成工事未収入金等 76,645 76,796

商品及び製品 3,561 3,896

未成工事支出金等 8,990 10,542

原材料及び貯蔵品 11,980 11,850

その他 29,798 27,938

貸倒引当金 △137 △153

流動資産合計 185,041 188,939

固定資産

有形固定資産 34,673 34,021

無形固定資産

のれん 12,905 12,473

その他 6,140 6,209

無形固定資産合計 19,045 18,683

投資その他の資産

その他 32,380 34,002

貸倒引当金 △129 △129

投資その他の資産合計 32,251 33,873

固定資産合計 85,970 86,578

資産合計 271,011 275,517

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 36,568 35,724

電子記録債務 10,827 12,367

短期借入金 12,904 12,025

未払法人税等 1,210 2,152

工事損失引当金 505 427

その他 31,837 33,755

流動負債合計 93,853 96,454

固定負債

社債 2,700 2,700

新株予約権付社債 15,093 15,084

長期借入金 29,849 30,416

退職給付に係る負債 12,142 11,880

その他 5,851 5,538

固定負債合計 65,636 65,620

負債合計 159,490 162,074
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 8,024 8,024

資本剰余金 9,239 9,239

利益剰余金 83,626 84,539

自己株式 △2,419 △2,398

株主資本合計 98,469 99,404

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,639 5,871

繰延ヘッジ損益 △72 △67

為替換算調整勘定 10,542 10,186

退職給付に係る調整累計額 △5,781 △5,662

その他の包括利益累計額合計 9,327 10,328

非支配株主持分 3,723 3,710

純資産合計 111,521 113,442

負債純資産合計 271,011 275,517
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 58,533 68,536

売上原価 48,769 56,086

売上総利益 9,764 12,450

販売費及び一般管理費

販売費 4,213 4,508

一般管理費 4,541 5,118

販売費及び一般管理費合計 8,754 9,626

営業利益 1,010 2,823

営業外収益

受取利息 37 51

受取配当金 163 194

為替差益 － 145

受取賃貸料 45 56

外国諸税金還付金 146 1

その他 128 196

営業外収益合計 521 645

営業外費用

支払利息 106 126

その他 50 33

営業外費用合計 156 159

経常利益 1,375 3,309

特別利益

投資有価証券売却益 300 0

その他 10 0

特別利益合計 311 0

特別損失

固定資産除売却損 30 134

その他 2 10

特別損失合計 33 145

税金等調整前四半期純利益 1,653 3,164

法人税、住民税及び事業税 1,319 1,690

法人税等調整額 △893 △1,086

法人税等合計 426 604

四半期純利益 1,227 2,560

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,117 2,579

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配
株主に帰属する四半期純損失（△）

109 △19
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(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 150 1,283

繰延ヘッジ損益 17 △13

為替換算調整勘定 △1,349 △721

退職給付に係る調整額 108 121

持分法適用会社に対する持分相当額 △202 368

その他の包括利益合計 △1,275 1,038

四半期包括利益 △48 3,598

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △63 3,580

非支配株主に係る四半期包括利益 15 18
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)

合計
ダイフク コンテック DNAHC

ダイフク
プラスモア

計

売上高

外部顧客への売上高 24,017 3,248 20,967 2,287 50,520 9,959 60,480

セグメント間の内部売上高
又は振替高

4,499 1,741 79 6 6,327 3,103 9,431

計 28,517 4,990 21,046 2,293 56,848 13,063 69,911

セグメント利益又は損失(△) 791 262 286 △50 1,290 632 1,922

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その内容は国内外の子会社でありま

す。

２ 報告セグメントの売上高及び利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

売 上 高 金額

報告セグメント計 56,848

「その他」の区分の売上高 13,063

セグメント間取引消去 △9,431

工事進行基準売上高の連結上の調整額 △2,253

その他の連結上の調整額 307

四半期連結財務諸表の売上高 58,533

（単位：百万円）

利 益 金額

報告セグメント計 1,290

「その他」の区分の利益 632

関係会社からの配当金の消去 △137

工事進行基準売上高の連結上の調整額 △170

その他の連結上の調整額 △497

四半期連結財務諸表の
親会社株主に帰属する四半期純利益

1,117

　
３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)

合計
ダイフク コンテック DNAHC

ダイフク
プラスモア

計

売上高

外部顧客への売上高 29,010 3,171 17,541 2,786 52,510 15,177 67,687

セグメント間の内部売上高
又は振替高

4,911 2,349 134 6 7,402 3,751 11,153

計 33,922 5,521 17,675 2,792 59,912 18,928 78,840

セグメント利益又は損失(△) 1,658 △53 △98 2 1,508 1,131 2,640

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その内容は国内外の子会社でありま

す。

　
２ 報告セグメントの売上高及び利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

売 上 高 金額

報告セグメント計 59,912

「その他」の区分の売上高 18,928

セグメント間取引消去 △11,153

工事進行基準売上高の連結上の調整額 198

その他の連結上の調整額 650

四半期連結財務諸表の売上高 68,536

（単位：百万円）

利 益 金額

報告セグメント計 1,508

「その他」の区分の利益 1,131

関係会社からの配当金の消去 △83

工事進行基準売上高の連結上の調整額 △123

その他の連結上の調整額 145

四半期連結財務諸表の
親会社株主に帰属する四半期純利益

2,579
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３ 報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、量的重要性が増加したことに伴い、前連結会計年度まで「その他」に含めていた

「株式会社ダイフクプラスモア」を報告セグメントとしています。また、平成27年１月、DAIFUKU WEBB HOLDING

COMPANY の社名を DAIFUKU NORTH AMERICA HOLDING COMPANY に変更しております。これらに伴い、報告セグメント

を以下のように変更しております。

（変更前）

株式会社ダイフク （ダイフク）

株式会社コンテック （コンテック）

DAIFUKU WEBB HOLDING COMPANY （DWHC）

（変更後）

株式会社ダイフク （ダイフク）

株式会社コンテック （コンテック）

DAIFUKU NORTH AMERICA HOLDING COMPANY （DNAHC）

株式会社ダイフクプラスモア （ダイフクプラスモア）

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントにより作成しております。

４ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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